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2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 
アウトカム案 

中間目標(2020年~) 
<成果目標(2030年)> 

社会知解析 
基盤技術 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

リアルタイム社 
会知解析技術 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第4期中長期計画ロードマップ（社会知解析技術） 

自律的社会知解析技術の研究開発 

• 社会における問題を自動検出する技術の研究開発 
• より包括的な知識を得る質問の自動生成、および回答統合技術の研究開発 

プロトタイプ検証 

＜社会知解析基盤技術＞ 2020年半ばまでに実現 

• 文書中の照応・省略解析技術の研究開発 
• 文脈を解析し、文書一つを全体として解釈する意味構造解析技術の研究開発 

リアルタイム社
会知解析シス
テムの公開、

実証 

SIP：災害状況要約システムの研究開発 

多種多様な社会知解析技術の連携基盤の研究開発 

素人や子供でも社会問題
等に関して専門家のよう
に知識にアクセスし、深く
広い知識を取得でき、教
育効果もある一般国民向
け情報サービス 
研究者、技術者向けのイノ
ベーション支援システム 

企業等のコンプライアン
ス担保のためのテキスト
分析システム 
ビッグデータ活用の研究
開発をオールジャパン・
オープンに遂行できるソ
フトウエア基盤 

☆☆研究開発マルチフォーマット文書論理構造解析技術 

• 多種多様なビッグデータを対象とする社会知解析技術を多様な計算環境で分散並列実行、連携させるオープンな 
   ソフトウェア基盤の研究開発（目標：100ペタバイト規模のデータ分析までスケール可能なソフトウェア基盤とする）  

• SNS上の問題や出来事をリアルタイムに自動検出しトラックする技術の研究開発 
• 半自動で、特定の問題、分野等にシステムをチューニングする技術の研究開発 

自治体の防災システム
に導入 

システムの国際展開 

大規模なスポーツイベン
ト、展示会等のイベントの
安全かつ効率的な実施を
支援するシステム 

2030年に実現 

ネット上でデマや炎上等、非
合理な情報に惑わされるこ
との無い、効果的な情報発
信を行う支援を行政、企業、
個人に対して行うシステム 

センサーデータ等との統合
解析により、災害時の救援
活動で活用 

2030年に上記サービスを 
自律ロボットの対話で実現 
例： 小・中学生を対象とし、 
各個人に特化した家庭教
師ロボット 

• テキストの意味的に深い分析結果と気象データや交通データを連携させた問題の自動検出や、 
    解決に有効な情報の提示をリアルタイムで行う技術の研究開発 

リアルタイム社会知解析技術の 
複数言語対応基盤技術の研究開発 

リアルタイム社会知解析技術の研究開発 

リアルタイム社会知・センサーデータ統合解析技術の研究開発 

2020年半ばまでに実現 

•膨大なソーシャルメディア情報をリアルタイムにA4一枚に要約し、被災状
況の概要を短時間かつ容易に把握可能にする技術の研究開発 

•ソーシャルメディアのみならず政府各機関の文書も対象に、同義や矛盾
と言ったテキスト間の関係を認識する技術の研究開発 

•実証実験の実施 



2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 
アウトカム 

中間目標(2020年~) 
<成果目標(2030年)> 

第4期中長期計画ロードマップ（多言語翻訳技術） 

自動翻訳の多言語化と多分野化 

多言語汎用自動翻訳 
エンジンの研究開発 

＜多言語翻訳技術＞ 

2020年までにGC計
画10言語に関して、
旅行、医療、防災を
含む生活一般の分野
について80%の翻訳
率を実現 
 

対訳非依存技術と逐次処理技術によって自動同時通訳を実現 

自動翻訳の高速化とそれに基づく高精度化 

意味に基づく自動翻訳の高精度化 

2020年までに異なる
言葉を話す人々が、
不自由なく会話し、日
常生活できる社会を
実現． 

2025年までにニュー
ス放送等の多言語同
時通訳がラボレベル
で可能になる． 

2030年までに自動
翻訳が誰でも自在に
ストレスなく利用でき
るインフラになる。 

分野・文書・ユーザへの適応による専用自動翻訳の高精度化 

多言語対訳コーパス収集法の確立 

多言語構文構造データの研究開発、多言語単語分割の研究開発、多言語構文解析の研究開発 

分野は一にするが対訳関係でない2言語のコーパスに基づく翻訳モデルの学習 

自動翻訳の汎用化のための自動換言などの単言語処理 

同時通訳実現に向けた漸次処理 

 
非依存自動翻訳システムの実現 

 

同時通訳の高度化 

 
学習翻訳アルゴリズムの高速化（多項式時間から線形時間へ） 

 
線形時間自動翻訳を使った大規模識別モデルの学習 

単語に対して多次元素性ベクトルを付与し、単語直接でなく意味を介して自動翻訳する技術の実現 

1文を越えてN文を考慮する自動翻訳 

東
京 
五
輪 

大規模社会実装 
研究開発・実証実験及び共通プラットフォームの

構築 

グローバルコミュ 
ニケーション計画 

音声翻訳の自動翻訳
技術の多言語化と多
分野化 

長文の音声翻訳のた
めに自動翻訳技術 

超高速の自動翻訳技
術 

超高精度の自動翻訳
技術 



2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 
アウトカム 

中間目標(2020年~) 
<成果目標(2030年)> 

第4期中長期計画ロードマップ（音声コミュニケーション） 

東
京 
五
輪 

2020年東京五輪までに
音声翻訳・対話システム
を社会実装 

ポスト五輪に技術移転 

音声合成の多言語化 

入力言語の自動判別 

音声認識の多言語化 

音声認識性能の改善（高精度化、高速化、安定化） 

コーパス収集と辞書拡張による対応分野拡大 
コーパス収集と辞書拡張による対応分野拡大 

部分人間系による自己強化型音声認識システム 大規模コーパス向けモデル学習基盤開発 

多言語観光案内システムの開発 

非ネイティブ音声認識 

異なる言葉を話す人々
と，自由にコミュニケー
ションできる世の中を
実現． 

多言語音声メディア
のテキスト化を実現． 

多言語複数人の対
話・通訳を実現． 

世界中の優良コンテ
ンツを自由に楽しめる
高精度自動字幕付与
システムの実現． 

言語判別・方向推定 
多言語音声対話 

多言語対話制御プラットホーム 

長文音声認識 

環境音の自動判別 

2020年東京オリンピック・パラリンピックへ向けた技術開発 

 
ポスト五輪を見据えた研究開発 

 

現場環境へ自動適応する音声認識システム 

リアルタイム音声翻訳 2030年に，現場音
声認識，クロスリン
ガル音声対話シス
テムを実現 

2020年度末に，長
文音声認識は実用
レベルを達成． 

多言語音声翻訳・ 
対話システムの 
拡張と高精度化 

現場音声認識と 
クロスリンガル音声 
対話の研究開発 



2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 
アウトカム 

中間目標(2020年~) 
<成果目標(2030年)> 

第4期中長期計画ロードマップ（脳情報通信） 

2020年代前半までに
脳情報解読による印
象内容評定等のサー
ビスの実現 
 

2020年代前半には、高
齢者に優しい一方向性
による行動支援サービ
スを実現 

行動制御情報の脳内表象を 
分析する技術の基盤 

高齢者、障がい者の行動支援 
システムの研究開発 

行動制御情報の脳内表象を 
分析する技術の基盤 

高齢者、障がい者の行動支援 
システムの研究開発 

脳活動データ解析による 
脳内NWのモデル化の基盤 

脳内ネットワークモデルを用いたセンサーNW等 
の情報処理基盤の研究開発 

高度な脳活動計測技術の研究開発 

 基盤となる 
脳情報DBｼｽﾃﾑの設計 

 大規模脳情報DBの研究開発 
（構築、共有化、ツールの開発） 

脳機械間通信、ニューロマーケティング、認知疾患
の定量診断、脳の個人差に応じたテーラーメイドな
情報伝達等の研究開発を行う。 

脳活動から、知覚・認知に関わる脳機能を推定、 
および脳情報を抽出する技術の基盤を構築 

日常生活を構成する運動を制御する脳機能を分析し、
フィードバック等を含めた運動制御を実現するための実験
的・数理的基盤の開発 

情報伝達の方向性（一方向性と双方向性）や身体支
援、遠隔地のシステム操作等の観点を考慮したイン
ターフェイス基盤構築 

脳内NWのモデルから応用可能なバイオマーカーを見出し、 
現在のアーキテクチャが苦手とする情報処理を 
効率的に実現する情報処理アーキテクチャの基盤を構築する 

実生活で実サービスを実現する脳計測システム
開発 実生活で活用できる可搬型脳計測システム開発 

2020年代にBigData 
に適応するＮＷ技術の 
実現 

世界的なデータ共有の動向を見極めつつ、 
脳計測システム（MRI,MEG,EEG,NIRS等）の 
実験データを統一的に扱うことができるDB 
の枠組みを設計、小規模DBを試作 

脳計測システム（MRI,MEG,EEG,NIRS等）による実験データを
CiNetの実験データを大規模DBとして構築、関連するデータ 
処理ツールを含め，共有化を進める。 

MRI、MEGを利用した脳活動の高精細で実時間フィードバックが可能な計測手法を開発する。 

実生活において脳活動を簡便に計測できる脳波計等の計測機器の開発
および計測精度の向上を推進する。 

実生活での利用を見据えた可搬・装着型の脳情 
報計測・データ収集・通信システムの設計と試作 

2020年には、データベー
スの一部公開を実現（プ
ライバシー保護の観点か
らデータそのものではなく
モデル化された知識等を
公開） 

高次脳機能知
覚・認知システ
ムの研究開発 

高次脳機能知
覚・認知システ
ムの研究開発 

高次脳機能 
行動システムの 
研究開発 

脳情報DBｼｽﾃﾑ 
の研究開発 

脳計測システム
の研究開発 



2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 
アウトカム 

中間目標(2020年~) 
<成果目標(2030年)> 

第4期中長期計画ロードマップ（セキュリティ） 

パーソナルデータの利活用に適用できるプライバシー保護技術の研究 

プライバシー対策支援ツールの開発および試験運用 

＜プライバシー保護技術＞ 

＜セキュリティ技術の自動化の研究開発＞ 

実利用を鑑みたセキュリティ知識ベースの機能構築・拡充 

組織内セキュリティの自動化技術の研究開発 

・上記研究成果を支援ツールに適用 
・制度＋運用ルール＋技術＋社会受容性の検討 
・ 運用には技術分野以外の有識者からのフィードバックも反映 

・セキュリティ情報の効率的な蓄積・検索技術の確立(ポリシー、情報信頼性を考慮) 
・APK Honey Clientによる情報収集技術・分析技術の確立 

・IoTを鑑みた機器認証技術の確立 

・Android端末のリスクの評価およびBYOD対策自動化技術の研究開発 
・脆弱性解析の自動化技術の研究開発 
・イントラネットの動的操作によるセキュリティ対策自動化技術の研究開発 

2020年前半までにパー
ソナルデータ活用時の
プライバシー対策支援
の実運用⇒ビッグデー
タ利活用促進 

2020年前半までに脆弱性
管理やIT資産管理、初動
対応など、組織内におい
てセキュリティ対策業務の
一部の自動化を促進する
技術を構築し、そのツール
を公開する 

パーソナルデー
タ利活用のため
のプライバシー
保護技術の研究
開発 

セキュリティ技
術の自動化の
研究開発 



2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 
アウトカム 

中間目標(2020年~) 
<成果目標(2030年)> 

第4期中長期計画ロードマップ（電磁波・センシング関連） 

＜太陽・太陽風観測シミュレーション＞ 

ビッグデータを用いた太陽フレア発生確率予測の研究開発 

・画像解析手法を用いたフレア発生確率の導出 ・磁場観測利用 

データ駆動型フレア／CME 
シミュレーション検討 

2030年度末までに
統計的フレア発生
予測手法を確立 

太陽・太陽風観測・ 
シミュレーション 
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Inspired Computing 

身体性・ロボット 

高次脳機能の 
理解と応用 

アーキテクチャ 
消費エネルギー 

Neuromorphic-circuit 
 脳型アーキテクチャの実装  ゆらぎアーキテクチャ  Beyond Brain 

可搬型脳機能計測 
脳の身体性の解明 身体性に基づく動作の実現 あらゆる機器への浸透 

（ドローン、ロボット、車、飛行機等） 

AI for Brain Science  

Brain Science for AI 

認知レベル 意思決定レベル 自律行動レベル 集団行動レベル 

ApCM: Artificial partial Cortex Module(Machine) 
ACM: Artificial Cortex Module(Machine) 
HAPI    : Human AI Programing Interface 

MCAM: Mortal Cortex Area Model（Machine) 
CM: Integrated Cerebellum Model (Machine) 
WBM: Whole Brain Machine  

軌道設計 
モデルの実現 

（ICM） 

体性感覚・運動計画 
モデルの実現 
（MCAM)   

大脳皮質領野機能の 
モデル化と 

APCMの実現 

APCM連携 
モデルの確立 
とACM実現 

大脳基底核等 
大脳辺縁系 
モデル化 

短期記憶（海馬）モデル化 
と脳型キャッシュの実現 

 HAPIモデルの実現 
とBMI連携 

自律型 
環境認知 
意思決定 
システム 
の実現 

(IDCDM) 

TrueAI WBM 

IDCDM: Integrated  Developmental Cognitive and 
               Decision making Model(Machine) 
BMI      : Brain Machine Interface 

深層学習・スパース 

脳に学ぶAI技術構築・検証 

次世代AI技術 

Brain-Life-log 

自然活動 
刺激セット 

自然動画理解 エンコード
モデル 

自然言語理解 エンコード
モデル 

エンコード
モデル 

エンコード
モデル 

コミュニケーション脳 

身体性情報処理 

言語・知識創生 
セキュリティ 

宇宙・電磁波環境 

新奇AI 
研究実証 

2016 2020 2030 2040 
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